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入試問題アプローチ 2018 

北里大学 薬学部入試 

 

A   入試概況 
 

2019年度入試の日程と方式 ＜共通＞ 

学部 一般個別 センタープラス 

（センター＋個別試験） 

センター利用 

（センター試験のみ） 

薬 170名  12名 

医 84名   

看護 70名   

医療衛生 276名   

理 112名  39名 

獣医 30名 10名 70名 

海洋生命科 25名  30名 

 

 

大学全体の 3年間の合格者数と倍率の変化 

 2018年度 2017年度 2016年度 

 受験者

数 

合格者

数 

倍率 受験者

数 

合格者

数 

倍率 受験者

数 

合格者

数 

倍率 

一般個別 10,175 2,529 4.0 10,885 2,718 4.0 11,699 2,829 4.1 

セ方式 4,404 1,509 2.9 4,195 1,457 2.9 5,111 1,452 3.5 

合計 14,579 4,038 3.6 15,080 4,175 3.6 16,810 4,281 3.9 

＊一般方式は前期・Ⅰ期、Ⅱ期のみ（後期・Ⅲ期は含まない） 

＊センター利用方式は前期、中期のみ（後期は含まない）、センタープラス入試を含む 

 

 北里大学も入学定員充足率の厳格化により合格者を絞り込んでいるのが見て取れるが、理系はもとも

と研究施設などの関係で定員を大きく超過してこなかったことと、何よりも文高理低の傾向により、受

験者が減っているため、倍率は大きな変化が見られず、むしろ 2016 年度と比較すると 2018 年度は落

ち着いた競争となっている。 
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2018年度入試 方式別の募集人数と倍率 

 一般個別 

方式 

センター 

方式 

 募集 倍率 募集 倍率 

薬 生命創薬 25 2.4 5 5.1 

 薬 160 4.1 30 7.4 

 

過去 3年間 方式別の受験者数、合格者数、倍率 

 2018年度入試 2017年度入試 2016年度入試 

 受験者 合格 倍率 受験者 合格 倍率 受験者 合格 倍率 

生命 一般個別 200 85 2.4 216 107 2.0 286 118 2.4 

創薬 センター 128 25 5.1 113 26 4.3 185 25 7.4 

薬 一般個別 1,465 359 4.1 1,490 395 3.8 1,605 380 4.2 

 センター 749 101 7.4 640 102 6.3 808 102 7.9 

 

過去 3年間 方式別の合格者平均偏差値 

 2018年度入試 2017年度入試 2016年度入試 

生命 一般個別 63.2 59.6 64.3 

創薬 センター 64.5 66.2 68.6 

薬 一般個別 65.1 64.1 65.8 

 センター 68.3 66.1 69.3 

 

 

 薬学部を方式別にみると、生命創薬、薬ともにセンター方式のほうが倍率、合格者平均 SS ともに高

い。両学科とも、一般個別方式、センター利用方式ともに、2018年度は 2017年度より倍率が高くなっ

ているが、2016 年度と比較すると、受験生が減っているため、一般個別方式では同倍率、センター利

用方式に至っては倍率減となっている。合格者平均SSを見ると、2017年度にぐっとポイントが下がり、

2018年度に上向きに回復しているが、2016年度の水準までは回復しきれていない。また、生命創薬の

センター利用は V字回復ならず、2018年度もポイントを下げ、2年間で 4.1ポイント下がっている。 
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B   英語試験の概況 

 

年によって問題数や形式に多少の変化はあるものの、大きな構成や傾向は変わっていない。2017 年

までは 7つの大問で構成されていたが、2018年度は大問が 1つ増え、8つとなった。ただし、これも全

体を見ると大きな傾向の変化とは言えるものではない。 

全体の設問数はここ数年は 43～46 問となっている。大問 1 が 800 語台の長文読解で 12～16 問。大

問 2 は文法語法問題が 6～8 問、大問 3 以降は 100～300 語程度の読解問題や会話問題が続いていく。

以下に 2018年、2017年の 2年分の構成を示す。 

 

 

 2018年度 2017年度 

1 長文読解 16問 長文読解 15問 

2 文法語法 6問 文法語法 6問 

3 読解 3問 読解 4問 

4 会話 空所補充 6問 会話 空欄補充 6問 

5 ミニ会話 2問 読解 4問 

6 読解 2問 手紙文 4問 

7 メール文 3問 読解 空所補充 5問 

8 読解 空所補充 5問   

 

 

【時間と難易度の目安】 

 

 内容・語数 時間 難度 

1 長文読解 25～28 D 

2 文法語法 4～5 C 

3 読解 8～10 D 

4 会話 空所補充 6～7 C 

5 ミニ会話 (4) B 

6 読解 6～7 C 

7 メール 6～7 B/C 

8 読解 空所補充 6～7 C/D 

＊大問 5は 2018年度に新しく出されたミニ会話問題である。実際には 4分程度の時間目安であるが、 

この小さい時間配分を気にせず、大問 4以降は従来の 4題で各 7 分として取り組むことが望ましい。 

 

 

 時間制限、内容という両面において全体的に難易度がかなり高い。問題の質も高く、レベル的には早

慶と比較してもさほど見劣りせず、理系としてはかなりチャレンジングな試験だと言える。MARCH以

上を受ける文系の生徒にもぜひトレーニングとして解いてほしい問題だ。私も実際 2 年分を解いたが、

55分で解き終わったが、それでも時間的に余裕をもって進めたわけではなく、力技でなるべく読み直し

をせずに解いた結果である。文章の理解もあいまいな部分が残り、選択肢を完全には絞り切れずに選ん

でいった箇所も少なくなく、5問間違えた。 

この試験で最大のポイントになるのは時間配分である。70分の試験の中に大問が 7～8つ出てくるの
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だ。問題量の多い大問 1はもちろんだが、大問 3までの時間配分がカギを握ると感じている。そのため、

大問 1、大問 2、大問 3 が終わった時点でそれぞれ何分残っているかを確認し、その後の問題の調整を

整えるように考えよう。 

まずは、大問 1の長文をできれば 25分、長くても 30分未満でやり切る（上記では計算上 28分とい

う細かい時間を設定している）。そして、残りの 45分弱で残りの 6～7題をやり切ることが 1つの目安

になるだろう。大問 2 以降は長い文章は出てこず、150～300 語程度が相場の文であるが、文章レベル

はやや難しいものも含まれる。大問 2は 5分、大問 3は時間がかかるので 8分とする。ここまでで累積

して 40分程度が費やされている。残り時間は 30分である。 

その後、大問 4以下については原則 1 つ 6～7 分以内を目安に進めていく。もちろん 7 分もかからず

に早く終わる問題もあり、中には 7分以上かかってしまうものもあるだろうから、そこは個々の大問の

進み具合によって時間を全体で調整する。 

 各大問のレベルは、やはり最初の長文は難しい。内容理解も難しいが、選択肢も難しいものが散見さ

れ、なかなか苦労するだろう。大問 2の文法、語法問題、大問 3の読解（300語程度）もなかなか難し

く、Dレベル（MARCH上位レベル～早慶一般レベル）とした。時間配分だけでなく、ここまででどれ

だけ取れているかが合否ラインの 1 つの分かれ目であろう。大問Ⅳ以降はやややりやすい問題も多く、

中にはとてもストレートに答えられる問題もある（2018 年度であれば大問 5、2017 年度であれば大問

6）。 

 

 配点は以下を 1つのモデルとする。100点の中に 42問あるため、1つの配点は 2～3点と低いものに

なる。1つ 1つを丁寧に解くことも大切だし、その積み重ねが最終得点になるわけだが、時間が限られ

ている中で、「3問中、抑えるべき 2問をしっかり抑えよう」という意識で進めていくことが必要。「10

問落としても 7 割超える、15 問落としても 6 割超える」ぐらいの気持ちで、全体で 7 割を目指して解

いていきたい。 

 

 内容・語数  配点 合計 

1 長文読解 問 1、問 3 

問 3～問 5 

（問 3は各 2点） 

各 2点 

各 3点 

35点 

2 文法語法  各 2点 12点 

3 読解  各 3点 12点 

4 会話 空所補充  各２点 12点 

5 ミニ会話  各 2点 4点 

6 読解  各 3点 6点 

7 メール  各 3点 9点 

8 読解 空所補充  各 2点 10点 
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C   出題形式ごとの分析とアプローチ 

 

大問１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2018年 大問 1】 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下、省略） 
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【形式】 

800～900 語程度の長文に対し、以下の形式の問題が出される。設問は 2016 年までは 12 題だったが、

2017年は 15題、2018年は 16題と少し数が増えている。 

 ・問 1： 語句の空所補充（5～6問程度） 

 ・問 2： 下線部と同等の意味を持つ語句を選ぶ問題（4～5問） 

 ・問 3、問 4： 本文の空欄に入る英文や語句を補充する問題（2問） 

        （2018年度の問 3は補充する文の並び替え問題） 

 ・問 5： 内容理解（3～4問） 

 

【分析】 

 過去 5 年間の本文の長さを見てみると、800～900 語程度と言える。文章のレベルはやや難しいもの

であり、わからない部分も残しつつ、なんとなく理解できる、といったもの。MARCH で言えば立教、

大学の長文にレベルとしては近い感覚である。内容は大問 1は生物、心理系が多いようだが、特段の背

景知識を要求されるものではない。また、1 つの特徴として、理系の学術的な話が多いからか、巻末の

注釈がとても多い。それ以外でも単語レベルは高く、Target 1900は必須で身に付けたい。 

 

過去 5年間の長文の語数 

2018年 2017年 2016年 2015年 2014年 

920語 830語 800語 860語 860語 
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 選択問題は 5択。問 1の語句補充の問題は見た目以上に難しく、表現を知っているから埋められると

いう趣旨のものではなく、その文が何を意味しているのか正確に把握し、埋めていく必要がある（特に

2017 年度の問題は難しく感じた）。問 2 の下線部の類似語句を選ぶ問題は、単語の知識だけでなく、

下線部の意味を本文の文脈の中で正確に把握することが求められるが、問 1 よりは易しく感じる。問 5

については、抽象的な選択肢が多く、本文の文脈が正確に把握できていないと答えが絞れない問題もあ

る。 

 

【アプローチ】 

 まずは問 5の設問文に目を通し、キーワードを確認する。本文と同じフレーズで設問文が与えられて

いるところもあるため、限られた時間を有効に使うために、問 1は（場合によって大問 2も）1st Reading

で解きながら進めていくことも 1 つのアプローチとして考えたい。設問のページに指を挟んでおいて、

その箇所ごとに答えていくというやり方だ。ただし、後ろの文を読まないと正確な答えが絞れない問題

もあるため、とりあえずの答えを埋めながらも、パラフラフや全体を読んだあとで修正するべきところ

は修正する。選択肢が絞り切れない問題は、空所の前後をしっかり読み、関係性の高い単語がないか、

といったことも含めて判断したい。 

例えば、以下の問 1 の  6  を見てみよう。  

 

Vocalizations, as well as do scent stance, and facial expressions, each function to communicate to 

other dogs, and if we know   6  , to us as well. 

 

① why they do it  ② which way to go    ③ when to respect them 

④ where to avoid  ⑤ how to listen 

 

このパラグラフでは、犬はコミュニケーションを様々な方法でとっているが、私たちがそのことを十

分に理解していない、という趣旨であるため、①「なぜそれを彼らがするのか私たちが知っていれば」、

⑤「私たちが聞き方を知っていれば」の 2つで迷うが、このパラグラフには “speak” “dumb” という

言葉があり、それを中心に話が進んでいることに着目し、彼らのコミュニケーションに「人間が耳を

傾ければ」というニュアンスを把握して⑤を選ぶ。 

 

このように読みながら問 1を答えていくのであれば、その作業込みで 1st Readingは 12分程度で終わ

らせ、残り 13～14分で答えていくのが相場だろう。 

 問 2からは 1st Reading後に解くことになる。問 2～問 4は本文の文脈を正確に判断し、前後のきー

わーを確認しながら選択肢を選ぶ。問 3、問 4は、接続詞があればそれを 1つのヒントにして考えると

よい。問 5は選択肢が抽象的に書き換えられていたりして、一筋縄には絞り切れないものがある。本文

のニュアンスと選択肢のニュアンスを確認して、絞っていきたい。 

 時間は 25 分で解ききれると後が楽になるが、私でも正確に解こうとすると 25 分近くかかったので、

そのあとの時間配分を調整できるのなら 30 分まで使ってもいいだろう。正答率は問 1、問 2 で 7 割、

問 3で 6割を最低ラインとして死守したい（それでも配点の関係で 6 割半をやや割り込む形になる）。 
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大問 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形式】 

 文法語彙の空所補充。6問。 

 

【分析・アプローチ・MAX感想】 

 文法的な問題と語彙表現の問題の両方が出るが、前者は比較的答えが出しやすい。後者は紛らわしい

選択肢もあり、ものによってはすぐに答えが出ないものもある。6 問しかないが、やや難しい問題も交

じっており、4～5 分ぐらいかかるだろうか。問 1 と問 3 の読解が難しいため、ここで大きく落とすこ

とは避けたい。6問中最低 4問、理想は 5問とりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

【2018年 大問 2】 
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大問 3、大問 5 or 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2018年 大問 3】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下、省略） 
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【形式】 

 ・大問 3： 200～300語程度の本文に対して、内容理解の問題が 4問。 

 ・大問 5 or 6： 200～330語程度の文章に対して、内容理解の問題が 2問。 

 

【分析・アプローチ・MAX感想】 

大問 1のミニバージョンで、設問も内容理解の 5択に特化したものと考えればよい。おおよそのアプ

ローチや解き方は大問 1を参照のこと。特に大問 3は文章の難易度も高く、選択肢の抽象度も高いもの

があるため、本文の文脈をしっかり 1st Readingで見極めて読んでいくこと。目安となる時間は大問 3

で 8分、大問 5 or 6で 6分とする。 

 なお、2018 年度の大問 3 は文学がテーマとなっている通り、北里大学は理系であっても文系的な内

容を出す傾向がある。 
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大問 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2018年 大問 4】 
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【形式】 

 200～250語程度の会話文に 6つの空所あり、そこに入る語句や文を 8つの選択肢から選ぶ。 

 

【分析・アプローチ・MAX感想】 

 この問題のポイントは 6 つの空所に対して 8 つの選択肢が与えられているということである。もし、

単純な 4 択問題のように、1 つの空所に対してそれぞれ 4 つずつ選択肢が与えられているのであれば、

読みながら空所を埋めていくこともある程度は可能であろう。しかし、この問題では、全体を読んで会

話の全体像を把握してから「この選択肢はこのあたりに入るはず」、「この選択肢はもっと後の文脈だろ

う」とある程度めどをつけながら答えていく必要があるし、そうでなければ効率が悪い。 

 しかし、ただ文脈の中で選択肢を判断するのではなく、8 つの選択肢をさらに効率よく振り分けて考

えていきたい。あまり時間に余裕がないので、細かく分けていくことが逆に時間の浪費につながってい

くリスクもあるが、せめて以下のようにどちらの発話者の選択肢になるのかだけは頭の中で意識してお

くとスマートに解くことができる。 

 

＜前ページの例題の場合＞ 

 

 26～31の各空欄の発話者は以下の通り。 

26 Officer 

27 Officer 

28 Officer 

29 Student 

30 Student 

31 Officer 

 

 さらに 8つの選択肢の発話者は以下の通りと推測できる。 

① Student 

② Student 

③ Student 

④ Officer 

⑤ Officer 

⑥ Officer 

⑦ Officer 

⑧ Officer/Student 

 

 これを意識するだけで理論的に 3つの空所に 4つの選択肢を入れる問題にグレードダウンさせること

ができる。これに文脈判断で選択肢を判断していけば、ほぼほぼ確実に大体の選択肢を埋めることがで

きる。 

 

多重選択肢ということもあり、多少時間がかかるが、5～6分をめどに進めたい。またここは上記の意識

を持てば正答率は高く維持できる。ここは得点源にし、できれば全問正解を目指したい。なお、問題の

性質上、1問間違えているとその選択肢が入るべきもう 1問を間違えている可能性もある。 
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大問 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形式】 

短めの会話に対し、内容理解の問題が 1つ出される（×2セット）。 

 

【分析・アプローチ・MAX感想】 

 2018年度に新設された会話問題である。少なくても 2018年度のこの問題に関しては、さらっと解け

る問題なので、1つ 1~2分程度で時間をかけずに解き、2問とも正解するべし。2017年度の大問 6のメ

ール問題、2018年度の大問 6のこの会話問題のように、1つだけ難易度が低い問題が含まれているよう

に感じた。 

 

 

 

 

 

【2018年 大問 5】 
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大問 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2018年 2月 10日 理工 大問 5】 
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【形式】 

メールを読み、3～4つの問題に答える。 

 

【分析・アプローチ・MAX感想】 

 2017年度の問題は簡単であったが、2018年度は多少難易度を感じるものであった。メールにありが

ちな文章の裏にある書き手の意図やニュアンスを見分ける設問もある。なお、長文、会話、メールとい

ったように様々なジャンルを出題するところに英語作問者のこだわりを感じてしまう。 
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大問 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形式】 

150語程度の文章にある 8～10つの空所に入る選択肢を選ぶ。解答するのはその中で指定されている

5つの空所の分だけである。 

 

【分析・アプローチ・MAX感想】 

 2018年は標準レベル、2017年はやや難。文脈、品詞の両面から判断してふさわしい語を入れていく。 

なお、品詞や文法面だけ見ても、以下の様な判断ができる。 

 

39 notとセットで使う接続詞 40 largest contributorを修飾する語 

空所 1 名詞 空所 2 接続詞か副詞 

41 名詞、thatにつながる 空所 3 名詞か動名詞（byの後ろ） 

42 名詞 43 過去分詞（have Ved Oの形） 

 

読みながらいきなり空所に入れていく方法でよい。余分な選択肢を消去するためにも指定されていない

空所にもしっかりと選択肢を入れていくが、仮に指定されていない部分で解答に躓いても、指定されて

いる部分の解答に支障がなければそこは割り切って進めよう。の 6分。 

 

【2018年 2月 10日 理工 大問 5】 

 

  

 


